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新
年
を
寿
ぎ
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。会
員
の
皆
様
に
は
、お
健
や

か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
拝
察
し
、衷
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。ま

た
、平
素
は
、会
の
運
営
に
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
わ
り
、厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。さ
て
、本
会
設
立
以
来
「
福
祉
の
心
を
は
ぐ
く
も
う
、大
切
に
守

ろ
う
」と
い
う
思
い
の
も
と
事
業
計
画
を
策
定
し
、各
地
区
で
社
会
還
元
事
業
、

「
福
祉
の
心
」
絵
手
紙
作
品
募
集
、納
涼
大
会
の
協
賛
な
ど
活
動
し
て
参
り
ま

し
た
。「
福
祉
の
心
」
絵
手
紙
に
お
い
て
は
、一
昨
年
よ
り
豊
田
市
に
も
活
動
を

広
げ
、渥
美
半
島
、知
多
半
島
と
合
わ
せ
ま
す
と
、5
0
0
0
通
を
超
え
る
多
く

の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
後
も
児
童
た
ち
に
福
祉
の
心
が
浸
透
し
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、こ
れ
も
偏
に
会
員
を
は
じ
め
と
す
る
は
ぐ
く
む

会
「
未
来
」を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
の
皆
様
の
強
い
ご
支
援
の
賜
と
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。一
方
で「
人
材
確
保
難
」「
若
者
の
介
護
離
れ
」「
介
護

放
棄
」と
、高
齢
者
福
祉
は
介
護
保
険
発
足
以
来
、危
機
と
し
て
社
会
問
題
化

し
て
き
て
い
ま
す
。本
会
の
活
動
が
、福
祉
の
心
を
広
げ
、少
し
で
も
福
祉
へ
の
関

心
、イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
繋
が
れ
ば
幸
い
で
す
。ま
た
地
域
福
祉
で
は
、相
手
を
思

い
や
り
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
未
来
へ
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。本
年

も
多
く
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
賛
同
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

福
寿
園
を
は
ぐ
く
む
会「
未の

ぞ
み来
」

会
長
　
小
久
保 

三
夫



「福祉の心」絵手紙受賞者
「
福
祉
の
心
」
絵
手
紙
は
田
原
市
の
全
小
学
校
の

児
童
対
象
に
小
さ
い
頃
よ
り
福
祉
の
心
を
は
ぐ
く
む

こ
と
を
目
的
に
毎
年
絵
手
紙
の
作
品
募
集
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

昨
年
よ
り
、
こ
の
活
動
を
渥
美
半
島
だ
け
で
な
く
、

豊
田
市
に
も
活
動
を
広
げ
今
年
で
2
回
目
と
な
り
ま

す
が
、
1
，0
3
3
通
と
多
く
の
応
募
を
い
た
だ
き

活
動
の
手
ご
た
え
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
知
多
半
島
で

も
4
回
目
に
し
て
1
，0
1
0
通
と
こ
ち
ら
も
絵
手

紙
が
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
渥
美
半
島
3
，1
0
5

通
で
豊
田
市
、
知
多
半
島
合
わ
せ
て
5
，0
0
0
通

を
超
え
る
多
く
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

3
か
所
で
行
っ
て
お
り
ま
す
絵
手
紙
は
、
着
実
に

広
が
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

豊
田
市
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
引
き
続

き
継
続
し
て
行
い
、
絵
手
紙

を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

渥
美
半
島
、
知
多
半
島
の

各
絵
手
紙
の
受
賞
者
に
は
、

田
原
福
寿
園
、
武
豊
福
寿
園

の
文
化
祭
、
豊
田
市
は
豊
田

地
区
社
会
還
元
事
業
「
福
祉

の
心
を
は
ぐ
く
む
集
い
」
の

式
典
で
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
作
品
も
同
様
に
文
化
祭
、

還
元
事
業
で
展
示
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
絵
手
紙
の
作

品
応
募
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
絵
手
紙
】低
学
年
の
部

田
原
市
長
賞

	

◉
安
井
明
日
香（
田
原
中
部
小
3
年
）

田
原
市
議
会
議
長
賞

	

◉
鵜
飼
　
柊
斗（
福
江
小
2
年
）

田
原
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

	

◉
神
谷
　
琉
羽（
衣
笠
小
3
年
）

田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
賞

	

◉
長
尾
　
芽
依（
伊
良
湖
岬
小
2
年
）

福
寿
園
を
は
ぐ
く
む
会
会
長
賞	

	

◉
水
野
耀
士
郎（
六
連
小
1
年
）

社
会
福
祉
法
人
福
寿
園
理
事
長
賞

	

◉
松
井
　
悠
馬（
童
浦
小
3
年
）

主
な
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん（
敬
称
略
）

安井 明日香
（田原中部小3年）

矢野上 利哉
（伊良湖岬小6年）

今
年
も
福
寿
園
の
各
施
設
で
夏
祭
り
や
納

涼
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ご
家
族
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力

も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
多
く
の
地
域
の
皆
様

も
参
加
さ
れ
、
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

福
寿
園
を
は
ぐ
く
む
会
「
未
来
」
か
ら
も

毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
協
賛
品
で
の
協
力

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

は
ぐ
く
む
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
う
ち
わ
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
タ
オ
ル
は
子
供
た
ち
に
好
評
で
夏

祭
り
を
少
し
で
も
盛
り
上
げ
る
お
手
伝
い
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

福
寿
園
の

夏
祭
り
に
協
賛

絵手紙選考の様子

【
絵
手
紙
】高
学
年
の
部

田
原
市
長
賞

	

◉
矢
野
上
利
哉（
伊
良
湖
岬
小
6
年
）

田
原
市
議
会
議
長
賞

	

◉
田
中
　
健
翔（
童
浦
小
5
年
）

田
原
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

	

◉
太
田
　
美
來（
福
江
小
5
年
）

田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
賞

	
◉
小
久
保
綾
華（
伊
良
湖
岬
小
6
年
）

福
寿
園
を
は
ぐ
く
む
会
会
長
賞

	

◉
河
合
　
花
名（
野
田
小
5
年
）

社
会
福
祉
法
人
福
寿
園
理
事
長
賞

	

◉
高
橋
　
茉
里（
中
山
小
4
年
）

渥美半島

田原市長賞 高学年の部 田原市長賞 低学年の部



「福寿園をはぐくむ会」入会のお願い
この会は、福寿園のネットワークを通じて、社
会福祉の進展に寄与したいと考える有志の集まり
です。会の活動を通じて「福祉」をはぐくみ、「福
祉の心」を大切に守っていきたいと思います。
どうか多くの方々にこの趣旨をご理解いただき
ご賛同賜りますようお願い申し上げます。

福寿園をはぐくむ会「未来」
会長　小久保三夫

※入会についての詳細は右記事務所までご連絡下さい。

事
務
所

◆本部および東三河地区連絡事務所
社会福祉法人福寿園本部内
〒441-3413 田原市六連町神ノ釜9-3　TEL（0531）27-0008
特別養護老人ホーム渥美福寿園内
〒441-3618 田原市小中山町一膳松1番地93　TEL（0531）34-6688
◆豊田地区連絡事務所

特別養護老人ホーム豊田福寿園内
〒470-0376 豊田市高町東山7番地46　TEL（0565）45-8880
特別養護老人ホームみなみ福寿園内
〒470-1206 豊田市永覚新町5丁目194　TEL（0565）24-8888
特別養護老人ホームひまわりの街内
〒473-0911 豊田市本町本竜48　TEL（0565）51-0880
◆知多地区連絡事務所

特別養護老人ホーム武豊福寿園内
〒470-2521 知多郡武豊町大字東大高字鎮守33-2　TEL（0569）72-8811
特別養護老人ホームくすのきの里内
〒470-2309 知多郡武豊町字梨子ノ木475番地　TEL（0569）74-1688
特別養護老人ホーム東海福寿園内
〒477-0033 東海市中ノ池3丁目1-9　TEL（0562）39-2288

【
絵
手
紙
】低
学
年
の
部

武
豊
町
長
賞	

◉
中
村
　
哲
大（
緑
丘
小
3
年
）

武
豊
町
議
会
議
長
賞	

◉
榊
原
　
尊
琉（
武
豊
小
2
年
）

武
豊
町
教
育
委
員
会
教
育
長
賞	

◉
新
美
　
陽
太（
緑
丘
小
3
年
）

武
豊
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
賞	

◉
上
川
　
泰
生（
富
貴
小
1
年
）

福
寿
園
を
は
ぐ
く
む
会
会
長
賞	

◉
山
下
　
遥
翔（
富
貴
小
1
年
）

社
会
福
祉
法
人
福
寿
園
理
事
長
賞	

◉
籾
山
　
樹
璃（
衣
浦
小
2
年
）

【
絵
手
紙
】高
学
年
の
部

武
豊
町
長
賞	
◉
鈴
木
　
真
凜（
緑
丘
小
6
年
）

武
豊
町
議
会
議
長
賞	
◉
岡
村
　
晃
志（
衣
浦
小
5
年
）

武
豊
町
教
育
委
員
会
教
育
長
賞	

◉
山
中
　
侑
杏（
富
貴
小
5
年
）

武
豊
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
賞	

◉
向
澤
　
実
優（
衣
浦
小
5
年
）

福
寿
園
を
は
ぐ
く
む
会
会
長
賞	

◉
大
西
　
梨
央（
武
豊
小
6
年
）

社
会
福
祉
法
人
福
寿
園
理
事
長
賞	

◉
石
井
　
怜
衣（
武
豊
小
6
年
）

豊 市田

島袋　栞那（井上小6年）

【
絵
手
紙
】低
学
年
の
部

豊
田
市
長
賞	

◉
伊
藤
　
優
　（
大
林
小
3
年
）

豊
田
市
議
会
議
長
賞	

◉
村
松
　
昴
瑠（
四
郷
小
1
年
）

豊
田
市
教
育
委
員
会
賞	

◉
清
水
　
優
那（
挙
母
小
1
年
）

豊
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
賞	

◉
松
本
　
麗
羽（
挙
母
小
2
年
）

福
寿
園
を
は
ぐ
く
む
会
会
長
賞	

◉
三
浦
　
大
希（
土
橋
小
2
年
）

社
会
福
祉
法
人
福
寿
園
理
事
長
賞	

◉
佐
藤
　
寛
起（
元
城
小
1
年
）

【
絵
手
紙
】高
学
年
の
部

豊
田
市
長
賞	

	

◉
島
袋
　
栞
那（
井
上
小
6
年
）

豊
田
市
議
会
議
長
賞	

	

◉
加
藤
　
慧
　（
寿
恵
野
小
6
年
）

豊
田
市
教
育
委
員
会
賞	

	

◉
中
根
　
姫
歌（
井
上
小
6
年
）

豊
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
賞	

	

◉
加
藤
　
美
柚（
土
橋
小
6
年
）

福
寿
園
を
は
ぐ
く
む
会
会
長
賞	

	

◉
山
本
　
美
央（
寿
恵
野
小
5
年
）

社
会
福
祉
法
人
福
寿
園
理
事
長
賞	

	

◉
塩
川
　
彩
人（
土
橋
小
6
年
）

中
村 

哲
大（
緑
丘
小
3
年
）

鈴
木 

真
凜（
緑
丘
小
6
年
）

知多半島

伊
藤
　
優（
大
林
小
3
年
）

豊
田
市
長
賞 

高
学
年
の
部

武豊町長賞 高学年の部 武豊町長賞 低学年の部

豊田市長賞 低学年の部



平成29年度
福寿園をはぐくむ会「未来」社会還元事業

●●●の ぞ み

介
護
職
に
就
い
て
い
る
人
、こ
れ
か
ら

就
こ
う
と
い
う
人
、家
庭
で
介
護
に

悩
ん
で
い
る
人
、そ
ん
な
人
に
役
立

つ
癒
し
の
言
葉
の
数
々
。施
設
で
お

年
寄
り
に
接
す
る
職
員
の
生
の
声
、

入
居
者
と
の
交
流
の
中
か
ら
生
ま
れ

た
１
０
０
の
マ
ジ
ッ
ク
ワ
ー
ド
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

一
つ
ひ
と
つ
の
小
さ
な
物
語
に
は
、

笑
顔
の
輪
を
広
げ
る
た
め
の
ヒ
ン
ト

が
あ
り
ま
す
。

福寿園から本が
出ました!!

福寿園から本が
出ました!!

去
る
11
月
26
日
㈰
、
福
寿
園
を
は
ぐ
く
む
会「
未

来
」
の
社
会
還
元
事
業
と
し
て
、
豊
田
地
区
社
会
還

元
事
業
　
平
成
29
年
度
「
福
祉
の
心
を
は
ぐ
く
む
集

い
」
が
、
豊
田
市
福
祉
セ
ン
タ

ー
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
前
日
ま
で
降
っ
て

い
た
雨
も
や
み
、
2
5
0
名
を

越
え
る
来
場
者
を
お
迎
え
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
式
典
を
執
り
行

い
、福
寿
園
を
は
ぐ
く
む
会「
未

来
」
永
田
暉
副
会
長
よ
り
会
場

の
皆
様
へ
主
催
者
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
し
た
。
次
に
受
賞
さ
れ

ま
し
た
小
学
生
へ
表
彰
状
を
授
与
し
、
杉
山
基
明
豊

田
市
副
市
長
、
山
野
辺
秋
夫
豊
田
市
議
会
副
議
長
よ

り
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
ま
た
、
行
政
機
関
や

関
係
諸
団
体
の
皆
様
に
も
多
数
の
ご
来
場
を
頂
き
ま

し
た
。
昨
年
よ
り
豊
田
市
（
福
寿
園
担
当
地
区
）
の

小
学
生
対
象
に
福
祉
の
絵
手
紙
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
今
年
は
1
，0
1
0
通
の
応
募
作
品
の
中
か
ら

各
賞
の
受
賞
者
に
表
彰
状
の
授
与
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
式
に
は
ご
家
族
で
参
加
さ
れ
、
皆
ん
な
で
喜

ん
で
頂
け
る
姿
に
「
福
祉
の
心
」
が
も
っ
と
は
ぐ
く

ま
れ
る
よ
う
に
と
の
思
い
で
し
た
。

第
二
部
で
は
、
映
画
「
つ
む
ぐ
も
の
」
の
上
映
に

続
き
、
犬
童
一
利
監
督
の
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

映
画
を
通
じ
て
「
人
生
と
は
、
介
護
と
は
何
か
？
」

と
介
護
の
今
を
伝
え
る
監
督
と
し
て
ご
自
身
の
福
祉

と
の
出
会
い
や
こ
の
映
画
に
か
け
る
熱
い
思
い
を
話

さ
れ
ま
し
た
。
イ
メ
ー
ジ
よ
り
も
お
若
い
監
督
で
し

た
が
、
私
ど
も
介
護
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
者
と
し

て
共
感
と
励
ま
し
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
け
た
講
演
で

し
た
。
来
場
者
か
ら
は
、「
こ
ん
な
良

い
映
画
知
ら
な
か
っ
た
で
す
。
今
日
来

て
良
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

国
が
示
し
て
い
る
共
生
社
会
を
目
指

し
て
、
こ
の
活
動
か
ら
大
き
く
地
域
に

展
開
で
き
る
よ
う
に
取
組
み
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
、
全
世
代
の
地
域
の
皆

様
と
と
も
に
、
福
祉
の
心
を
は
ぐ
く
ん

で
い
け
る
よ
う
に
と
願
い
ま
す
。

講演する
犬童一利監督▶


